
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 213 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典 A 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校古典 A」大鏡 源氏物語 書家の文章 （第一学習社） 

副教材等 

「新国語問題集アシスト第２２集古文編」（京都書房） 

「みるみる覚える古文単語３００＋３０」（いいずな書店） 

「読解のための必修古典文法改訂版」（文英堂） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１・２年次に学んだ知識を基に、中古から中世の物語を読み込んでいきます。 

１０００年、２０００年前に書かれた文章をそのまま味わうことができる言語を持つ地域はそう多

くありません。授業中は集中して学習に取り組み、古典の文章を楽しんでください。 

 

２ 学習の到達目標 

古典についての理解や興味・関心を深め、古文を読む能力を養う。古典特有のものの見方、感じ方、

考え方をなどに触れながら、現代と共通するものが多くあることにも気づき、自分自身の考え方を

広くし、人生を充実させる豊かな感性を育てる。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典のさまざま

な作品に興味・関

心を持ち、親しみ

を積極的に深め

ようとしながら、

人生を豊かにし

ていく態度を持

つ。 

  文 章 に 表 れ た

様々なものの見

方や感じ方を読

み取り、古典を読

む楽しさや、表現

のおもしろさを

味読する。 

古文と漢文に用

いられている語

句の意味用法及

び文の構造につ

いて理解し、知

識を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

行動の観察 

ノートやプリン

トの記述 

  定期試験 

ノートやプリン

トの記述 

定期試験 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

１
学
期
中
間 

物
語 

「住吉での再会」 

（住吉物語） 

〇   ◎ 〇 a:継子いじめの物語について興味を持

って読んでいる 

d:時系列に沿って読むことができてい

る。姫君の「夢」の効果を理解している。 

e:敬語を用いて主語を判断することが

できる 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

１
学
期
期
末 

歴
史
物
語 

「道隆の酒好き」 

「道長と伊周」 

（大鏡） 

〇   ◎ 〇 a:平安時代中期の人物関係を理解し、そ

れぞれの人物像に関心を持って読んで

いる 

d:道長の人物像、道長と伊周の人物像の

対比について理解して読んでいる 

e:服装・調度などがどのようなものか理

解できている 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

２
学
期
中
間 

物
語 

「夕顔の死」 

「物の怪の出現―葵

上の出産―」 

（源氏物語） 

〇   ◎ 〇 a:源氏物語の登場人物について興味を

持ち２年次の知識を生かして読んでい

る 

d：臨場感のある「語り」により葵上の

変化がどのように描かれているかに着

目して読んでいる 

e:主語を補いながら読むことができて

いる 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

２
学
期
期
末 

物
語 

「悩める若君」 

（とりかへばや物語） 

〇   ◎ 〇 a:男女を交換するという当時としては

突飛な設定に興味を持ち、読むことがで

きる 

d:若君（女）の悩みがどのようなものか、

理解して読むことができる 

e:重要古語を理解して読むことができ

ている 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

学
年
末 

問
題
演
習 

問題演習 〇   ◎ 〇 a:教科書には載らない文章・また複数資

料のある文章について興味を持って読

んでいる 

d:出題者の意図を類推しながら読んで

いる 

e:文法的知識・重要古語など様々な知識

をもとに読むことができている 

a:行動の観察 

d:記述の内容 

e: 記 述 の 内

容・小テスト 

※ 表中の観点について 

a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


